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"日豪の経済関係は再び新しい段階に進むことができると思います。両国政府が、ＦＴＡの

交渉を妥結させることができれば、オーストラリアといたしましては、包括的なＦＴＡを日

本と締結したいと考えております"（p2） 

 

"このアジア・太平洋地域が真ん中で分断されてはならないと考えているのです。すべての

主要国が関与して、協力をしていきたいと考えています"（p2） 

 

"捕鯨の問題については、友好国同士の意見の違いだと思っています。それぞれが基本的な

立場があるわけですが、友好国同士で著しく意見が異なっているケースだと思います"(p6) 

 

"広島を訪問すると、２つのことを思い起こさせられます。第一に核兵器がいかに悲惨な破

壊能力を持っているかということ。それから、いま一度みずからを戒めなければいけないと

思いますのは、それぞれの世代が、平和をこの地域、世界全体に実現するための決意を新た

にしなければいけないということです"(p7) 
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私、オーストラリアの首相として、今回初めて訪日

していますが、家内のテレーズと私はいままで何回も

すばらしい日本を訪問したことがあります。私が首相

に就任(2007年 12月)して以来、６人の閣僚がこの６
カ月間で８回にわたって訪日を果たしております。財

務大臣は数日後に来日予定ですし、外務大臣、貿易大

臣、イノベーション産業担当者大臣、農業大臣、気候

変動担当大臣、資源大臣らが日本を訪問しております。 
このように集中的に閣僚が訪問するということは、

我が政権がいかに日本との関係を重視しているかを

示しております。私は、数週間後に、再び訪日の予定

がございます。福田総理が大変ご親切にＧ８アウトリ

ーチ会合に私をお招きくださったからです。 
 
共通の価値観・共通の利害 

オーストラリアは日本との間で、戦略・安全保障・

経済の面で包括的なパートナーシップを有している

と私はとらえております。共通の価値観と共通の利害

に裏づけられた関係だと思っておりますし、また永続

的な友好関係に支えられています。 
両国とも、民主主義国家として開放的で強力な経済

でありますし、また両国とも、アメリカの同盟国であ

ります。両国とも、国連における責任を全うせんとし

ておりまして、両国とも、気候変動でも、軍縮でも開

発援助でも、国際秩序に関する挑戦を真剣に受けとめ

ております。 
こういった一連の理由から、将来、二国間の関係を

さらに強化したいと考えています。それのみならず、

両国の間の協力をこの地域全体、世界全体で伸ばした

いと考えています。 
私は、日曜日に来日して以来、広島を訪問いたしま

した。オーストラリアの首相として初めて広島を訪問

したのです。聞くところによりますと、欧米諸国の首

脳で広島を訪問した例は非常に少ないということで

ありました。 
それから京都に行きまして、京都大学で軍縮と気候

変動、そしてアジア・太平洋地域の未来についての講

演をいたしました。 
それから名古屋ではトヨタの渡辺社長と会談をい

たしまして、トヨタは２０１０年からオーストラリア

でハイブリッド車を生産することになりました。また

横浜におきましては、英連邦の戦没者、戦争捕虜(ＰＯ
Ｗ)の墓地を訪問いたしました。 
東京では、一連のオーストラリアの食材、オージー

ビーフなどを扱っているスーパーの店舗を訪問いた

しました。私も食しましたけれども、非常においしか

ったと思います。また新国立美術館ではオーストラリ

アの先住民の美術展を拝見いたしました。新国立美術

館はすばらしい建物でしたし、エミリーというオース

トラリアのアボリジニのすばらしい画家の展示会を

みました。 
けさは、家内と私は天皇・皇后両陛下に謁見を許さ

れました。大変な光栄でございました。天皇・皇后両

陛下を再びオーストラリアを訪問していただきたい

とご招待申しあげました。前回のご訪問は１９７３年

でございましたので、再びご訪問いただきたいとご招

待いたしました。また皇太子、皇太子妃にもぜひオー

ストラリアを訪問していただきたいとご招待申しあ

げました。 
私、東京に到着して以来、またほかの各都市におい

ても一連の会談を持ち、安全保障、経済、ビジネス、

文化のきずなが両国でいかに深いかということを体

験しています。 
明日は福田総理との首脳会談が予定されておりま

す。福田総理とは、我々二国間の関係をさらに新しい

レベルに向上させ、強化する手段を考えたいと思って

います。オーストラリア新政権といたしましては、二

国間の関係をさらに強化したいと考えており、日本と

のパートナーシップを世界のさまざまな舞台で強化

したいと考えています。 
日本とオーストラリアの間には、強力な経済のきず

ながあります。日本は４０年にわたってオーストラリ

アにとっては最大の輸出市場となっています。日本と

オーストラリアは、双方向の貿易相手国としてはお互

いに上位につけています。日本は、オーストラリアに

積極的な投資を行っていらっしゃいます。しかし、経

済協力は新しい分野に拡大することが可能だと考え

ています。 
来日以来、日豪の二国間の関係には３本柱があると

いう話をしてまいりました。一つはエネルギー資源の
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協力、２番目に日本の工業製品のオーストラリアによ

る輸入、それから第３にオーストラリアの農産物、オ

ーストラリア産牛肉などを日本に輸出しています。 
 
金融サービス面での協力を 

それに加えて４本目の柱が必要だと私は主張して

います。それは金融サービスです。本日、大使公邸に

おきまして昼食会が催されまして、日豪の金融サービ

ス業界の代表の方々にお集まりいただきました。２つ

の規模の大きな活力のある、規制も整っていて、プロ

フェッショナルの度合いが非常に高い金融サービス

業界が、もっと協力してお互いのマーケットに対して

アクセスを持つべきだということを主張いたしまし

た。これは二国間関係の将来にとって、非常にいいと

思いました。オーストラリアと日本は、同じ時間帯に

属していますし、オーストラリアでは、２０万、３０

万人といった学生が日本語を学習しています。 
ほかの欧米諸国と比べてオーストラリアでは、日本

語を学習する人の数が圧倒的に多いと聞いています。

それに加えて、金融サービスセクター、そしてサービ

スセクターが非常に強力でありますので、このサービ

スセクター、なかんずく金融サービスセクターを４本

目の柱と据えることができれば、両国とも、将来の経

済関係をさらに拡大することができると思います。 
またそれに対して、観光業を加えたいのですけれど

も、これは、オーストラリアにとって大きな将来の挑

戦でありますので、日本側とぜひ協議することによっ

て、どういった支援策を講じることができるか相談し

たいと考えています。 
日豪の経済関係は再び新しい段階に進むことがで

きると思います。両国政府が、ＦＴＡの交渉を妥結さ

せることができれば、オーストラリアといたしまして

は、包括的なＦＴＡを日本と締結したいと考えており

ます。また、大幅で自主的な進展をサービスセクター、

特に金融サービスセクターで期待しております。 
もちろんほかの分野、例えば農業に関して日本が微

妙な問題を持っていらっしゃるということは存じて

おりますけれども、ＦＴＡは両国の経済にとって大き

なプラスになるので重要だと考えております。 
 

アジア・太平洋地域の共同体構想 

最後に、安全保障の分野での協力についてお話した

いと思います。安全保障の協力というのは非常に重要

であります。枠組みはもう存在しておりまして、それ

は安全保障協力に関する共同宣言であります。 
私が福田総理と、明日お目にかかり、閣僚の皆様方

とお話をするときに、この二国間の安全保障の協力を、

もう一度さらにこれから進展させていきたい、そして

より強いものにしていきたいとお話をする予定であ

ります。オーストラリアはその準備が整っています。 
また、三極の安全保障の対話も続けていきたいと考

えております。つまり、オーストラリア、日本、そし

て米国の三極です。 
アジア・太平洋地域における協力について、今回、

日本に来る前にシドニーでスピーチをさせていただ

きました。つまり、この地域の中で、さらにアジア・

太平洋地域の共同体というのを２０２０年までにつ

くろうということです。これはこの地域全体をカバー

するものであります。そしてこの枠組みの中で協力を

し、話し合いをし、そして行動をしようということで

す。意見の一致をするところで、例えば政治的な、も

しくは、安全保障および経済協力の分野で進めていこ

うという考えであります。 
つまり、このアジア・太平洋地域が真ん中で分断さ

れてはならないと考えているのです。すべての主要国

が関与して、協力をしていきたいと考えています。ア

メリカはもちろん、日本、中国、インド、オーストラ

リアがこの地域で、この枠組みの中で協力をしたいと

考えております。そしてまた、核軍縮でも協力を考え

ております。 
京都のスピーチでも申しあげましたけれども、軍縮、

核不拡散に関する国際的な委員会を立ち上げたいと

考えております。広島を訪問した後、そのスピーチを

したのですけれども、ぜひ日本の政府とも、この協力

のお話をしたいと思います。日本とオーストラリアは

非常によい関係にあります。そしてこの関係の明るい

未来を楽しみにしていたいと思います。 
この太平洋の時代、アジア・太平洋地域が経済の力

が集中するところになります。この地域は地政学的な

中心にもなるわけです。そういう中では、日本とオー
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ストラリアという二つの重要な民主主義国が協力を

することが不可欠であります。オーストラリアはそれ

にコミットメントを持っておりますので、ぜひ日本政

府とディスカッションをして、この協力をさらに進め

ていきたいと思います。 
 
 
 

質 疑 応 答 

 
質問 オーストラリアのこれからの進路についてお

聞きします。アメリカの共和党の大統領候補であるマ

ケイン上院議員が「フォーリン・アフェアーズ」に発

表した外交政策の論文でこういうことを提言してい

ます。即ち、オーストラリア、インド、日本、アメリ

カの四カ国がアジア・太平洋地域の主要な民主国家で

あり、その四カ国の間で安全保障のパートナーシップ

を制度化することを研究したいということです。いま

首相がおっしゃった中国がこの中には含まれていま

せん。つまり、中国を外した形でのオーストラリア、

インド、日本、アメリカという枠組みの安全保障パー

トナーシップというのに対しては、賛成でしょうか、

反対でしょうか？ 
 また、日本政府が中国への対抗あるいは牽制のため

に、｢カウンターバランス｣としてオーストラリアとの

関係を深めようとしているという見方については同

意しますか？あるいは中国へのカウンターバランス

としての役割は果たしたいですか、果たしたくないで

すか？ 
 
ラッド ２つの質問に関して、私流に答えさせていた

だきます。まずマケイン上院議員ですけれども、私、

ことしの３月にワシントンでお目にかかることがで

きました。すばらしいアメリカ人、すばらしい政治家

だと思っております。個人的なバックグラウンドから、

そしてまたご家族のバックグラウンドからしても、彼

はこの地域に関して非常に深い理解を持っていらっ

しゃいます。 
オーストラリア政府の観点からみると、冒頭で申し

あげたように、我々は、新しい地域の共同体、アジア・

太平洋共同体をつくりたいと考えています。そして、

そこには初めてインドを参加させたいと考えている

わけです。このインドというのが、いままでの制度に

は欠けていると思います。ＥＡＳ（東アジア首脳会議）

には入っていますけれども、アメリカとインドを網羅

していて、また真ん中の国々も入っているようなセッ

トアップが存在しないと思います。すなわち、政治的

な問題、安全保障の問題、経済的な問題について話し

合って解決する場がないということです。 
 地域全体を網羅している唯一の場はＡＰＥＣなの

ですけれども、これはマンデードがある程度不足して

いると思います。オーストラリアと日本は、２０年前

にＡＰＥＣを創設したのですが、当時のビジョンとし

ましては、いずれは｢アジア・太平洋共同体｣に移行し

たいということだったのです。これは非常に重要な野

心だと思いますので、現時点における我々の挑戦とい

うのは、ＡＰＥＣの地域レベルでの野心を実現すると

いうことで、さまざまな政治、安全保障、経済のアジ

ェンダを通じて地域全体をカバーし、そして加盟国の

数はすべて地域を網羅するような形に膨らますとい

うことです。 
 なぜこのような主張をするかといいますと、ヨーロ

ッパの過去の歴史の教訓といたしまして、安全保障政

策に関して、政治的な問題についての協力システムと

してＣＳＣＥというのがございます。ＯＳＣＥがまず

あり、それからＣＳＣＥがあったということは、一定

期間ヨーロッパにとって非常に助けになったと思い

ます。過去の安全保障上の緊張をヨーロッパ大陸にお

いて緩和するうえで非常に役に立ってきたと思いま

す。 
こういったアプローチは、将来、アジア・太平洋地

域に生かすこともできると思います。現在、この地域

においては、そのような機構はまだ存在していません。 
 第二に、汎アジア太平洋地域の協力機構をつくると

いうことは重要でありますけれども、同時にこの域内

の民主主義国家として、二国間の安全保障協力も強化

する必要があります。冒頭に申しあげたように、私は

これを常に強力に支持してまいりました。オーストラ

リアと日本の安全保障関係というのは、今後、さらに

強化するべきだと考えていまして、明日の首脳会談に



4 
 

おいては、日本政府とこのことを協議したいと思って

います。 
 日・豪ともにアメリカの同盟国であり、オーストラ

リアはアメリカとの同盟関係を誇りに考えています。

東アジアが過去５０年間にわたって安全保障が安定

しておりましたのは、アメリカの戦略的なプレゼンス

によるところが大きいと思っています。そういう意味

では、日・豪・の安全保障協力の関係を強化するべき

だと思います。第二に日・豪の二国間の安全保障協力

も強化するべきだと思っています。この２つのアプロ

ーチ、すなわちマルチな安全保障協力機構、それから、

さらに二国間、そして三国間の安全保障のパートナー

シップを強化するということが、将来の安全を確保す

るものだと思っております。 
 
質問 首相は、去年の末に就任して以来、まずインド

ネシアを訪問され、その後、アメリカ、イギリスそれ

から中国を訪問されました。そのときに日本に来なか

ったということで、“日本とばし”というようなこと

もいわれて、オーストラリア、それから日本で随分い

ろんな関係者にショックを与えた、といわれています。

ラッド政権ができてからたくさんの大臣が日本に来

られましたけれども、首相が来られたのは、就任され

てから半年以上たってからのことです。７月にまた来

られる予定だということですけれども、実際、オース

トラリアはあまり日本を大事に考えてないんじゃな

いか、というような気持ちを日本に与えてしまったと

思うのですが、今回と７月の訪問でそういった感情を

払拭できると思いますか？具体的にどのように払拭

していけばいいのか、教えてください。 
 
ラッド まず申しあげたいのですが、私の前任者、ハ

ワード首相は９６年に首相に就任したのですけれど

も、ハワード首相が初めて来日したのは就任６カ月後

だったのです。ですから、過去との比較ということで、

このことが一つの尺度になると思います。 
それから、先ほど申しあげましたけれども、この 6
ヶ月間で、私の閣僚の中でも重鎮が６人も７人も来日

しています。オーストラリア以外の国でこれだけ当初

から閣僚レベルの訪問が続くということはないと思

います。 
 それから、ご質問に関連して、２番目に申しあげた

いのですけど、何人の日本の閣僚がこの期間中にオー

ストラリアを訪問されたのでしょうか？どなたか答

えていただければと思います。おそらく、まだどなた

もいらしてないと思います。私、間違っているかもし

れませんけれども、どうですか？（と会見に出席して

いたマクレーン駐日大使に質問）ノン？つまり「ゼロ」

ですね。マクレーン大使に聞いているので、もしこれ

が間違っていたら、大使のせいにしてください。 
 ですから、このことはコンテキスト（脈絡）でとら

えるべきだと思うのです。財務大臣、産業大臣(イノベ
ーションも担当)､外務大臣、気候変動担当大臣･･･日本
との関係を重視しているということで、これだけ大勢

の閣僚が訪日したのです。 
 中国を早い段階で訪問した理由は、オリンピックに

近づくと、なかなか高い位の来賓を受け付けることが

中国にとって難しくなるということだったのです。 
 ですから、ある程度コンテキスト（脈絡）に応じて

物事をとらえる必要があると思います。より抜本的な

ことなのですけど、さっきの質問の答えにも申しあげ

ましたけれども、日本もオーストラリアも民主主義国

家であるという共通の価値観がありますし、共通の利

害も持っています。東アジアのこの半球、アジア・太

平洋地域における安全保障というのがあります。両国

ともアメリカの同盟国ですし、歴史的にも経済的にも

緊密なパートナーシップですし、国民同士も大変温か

い関係を持っている。仲がいいわけです。 
 オーストラリアは、先進国の中では日本語を学習し

ている学生の数が最も多いということで、私は１５年

来この政策を個人的に支持してきました。オーストラ

リアは日本を非常に重視しているのです。いま、３０

万人ぐらいが日本語を勉強していて、７万人ぐらいが

インドネシア語を勉強しているということで、中国語

を学習している学生はもっとずっと少なくなります。

私自身は中国語を学習したことがあるので、漢字の看

板が読めますので東京でも迷子にならずに済みます。

いずれにしても、私は日豪関係を非常に重視していま

すし、将来を楽しみにしています。 
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質問 先ほど首相のお話の中で、ＦＴＡの妥結に意欲

を示される一方、日本の｢センシティビティー｣の話が

ありました。その点についてですけれども、日本は、

ＥＰＡの交渉で、農業保護の観点から、牛肉、米、乳

製品の関税撤廃を対象から外してほしいという主張

をしています。これに対して、オーストラリアは、そ

れらの品目の関税を撤廃して輸出を拡大したいとい

う主張をしているわけですけれども、この対立した主

張の中で、日本が主張するこれらの品目を除いてＥＰ

Ａを締結することが可能なのでしょうか？  
 それともう一つ、貴国の資源大手のＢＨＰがリオテ

ィントに対して買収を計画しています。日本の鉄鋼メ

ーカーや製造業者は、両社が合併すると、鉄鉱石や石

炭の価格が高騰するのではないかという懸念を抱い

ているわけですが、豪州政府は、この問題に対して、

どのように対応するのでしょうか？ 
ラッド まずＦＴＡに関してですけれども、よい結果

を出すということは、ドーハにおけるいい結果と併せ

て日本にとっても、オーストラリアにとっても、世界

にとってもよいことになると思います。私はオースト

ラリア労働党の人間です。労働党は中道左派ではあり

ますが、これまでの２５年間は自由貿易を進めてきた

のです。なぜかといいますと、自由貿易こそが、労働

者の利益にかなうと思うからです。これはどこでも変

わらないと思います。つまり、労働世帯に対して一番

安いものを提供する。必要なアクセスを提供する、暮

らしのために必要なものを安く買えるようにする、そ

して家計に一番影響を少なくするということが大事

だと思います。 
私が子供だったころによく議論をしたものです。オ

ーストラリアでつくられたシャツを買うか、もしくは

輸入をしたもの、つまり、中国からの輸入品を買うか

どうかという議論をしました。オーストラリア製のシ

ャツは、非常に値段が高かったので、新しいシャツを

毎年買ってもらえなかったのです。私、農家で育ちま

したから、１～２枚ぐらいしか買ってもらえませんで

した。中国からのシャツは、ずっと安いのです。です

ので、労働者たちは中国から輸入されたシャツを買っ

ていたということです。 
同じことが自動車産業にもいえます。当初はこうい

う話がありました。オーストラリアでつくられた車で

ある｢ホールデン｣だけを買うべきか、それとも｢愛国

心｣を捨てて日本からの輸入車を買うべきかというこ

とです。そのような議論をしたのですが、いま、３０

年～４０年たってオーストラリア人は日本車が大好

きであります。非常に質も高いし、効率もいいし、そ

んなに値段も高くないからです。 
ですから、競争ですね。ＧＭやホールデンやフォー

ドというのは、非常に苦しい競争を迫られているとい

うことです。同じことが食料にもいえると思うのです。 
 きのうもイオンの社長とお話をすることができま

したが、社長がおっしゃったのは、お客様が求めてい

るのは質の高い食料だけではなくて、一番安い食料品

も欲しいということです。やはり家計があるからです。 
我々は消費者こそが一番重要だと考えています。だ

からこそ野心的なＦＴＡを日本と結びたいと思って

いるのです。その中ではあらゆる分野をカバーするも

のにしたいと思っています。 
ですから、短期的にはセンシティブな問題はあるで

しょう。しかし、それを超えていかなければいけませ

ん。お互いにセンシティビティーはあるわけです。例

えば、我々、アメリカと数年前にＦＴＡを締結しまし

た。たくさんセンシティビティーはあったのですけれ

ども、最終的に妥結することができたのです。 
もう一つ自由化の対象として考えられるのが、サー

ビスのセクターです。先ほどの話で申しあげましたよ

うに金融サービスの分野では非常に大きなチャンス

が両者にあると思うのです。ビジネス界にとって大き

なチャンスがあると思います。 
 それから、グローバルな資源貿易についていうと、

我々の姿勢は鉄鉱石や石炭のようなコモディティの

価格は、グローバルのサプライヤーたちが、競争市場

で競争しているときには、マーケットがその価格を決

定するであろうというものです。 
経済的な歴史をみたときには、時には日本の鉄鋼業

者が非常に得をしたことがありました。つまり、原料

が非常に下がったときです。ローラーコースターのよ

うに上がったり下がったりするものであります。いま

は状況が違うということです。これから先しばらくこ

の状況が続くと思いますけれども、大事なのは、競争



6 
 

力のあるグローバルな市場というのをつくっていく

ことです。 
 

質問 日豪の安全保障面での協力についてお伺いし

ます。ハワード政権と日本政府が首相レベルの宣言に

合意した際、中国は強い警戒感を示していました。今

回、その関係をさらに強化するということで、中国か

らさらに反発を招くことを懸念していますか？４月

に訪中された際、この件について、中国側とはお話し

になりましたか？ 
 
ラッド 安全保障については、二つのことをやってい

くことが必要だと思います。第一に、共通の安全保障

の利益をアジア・太平洋地域全体について促進すると

いうことです。だからこそ、アジア・太平洋共同体を

構築するべきだといったのです。アメリカ、中国、日

本、インド、オーストラリアが一体となれば、共同体

として共通の安全保障の課題、この地域について協議

することができればと思うのです。 
１つの事例を挙げましょう。こうした安全保障協力

を立ち上げることができる分野がすでに存在します。

例えば災害時における対策です。アジア・太平洋地域

では、自然災害が多発しています。四川省の地震の例

もありますし、またビルマのサイクロンもありますし、

そしてインドネシアの津波もあります。ですから、こ

の地域では統合され、調整された災害対策が存在する

べきです。アメリカ、日本、中国、オーストラリア、

インドはすでに協力しています。 
安全保障協力ということになりますと、この地域の

住民ほとんどは、安全保障を担当している人たちと接

触するわけです。つまり、災害時にそういう人たちと

接触することになるわけです。例えば、紛争時にそう

いう人たちと接触するのではなくて、災害時にそうい

う人たちに接触するということになるのです。そうい

った接触を通じて安全保障協力の土台というのがで

きてくる。これが大事だと思います。 
福田総理は、同じような趣旨のことを５月２２日の

スピーチにおいて述べられておられます。それが一つ

です。これは決して矛盾することではないと思うので

す。二国間の安全保障の取り決めを地域で拡大するこ

ととは矛盾しておりません。 
例えば、アメリカとの取り決めに関しては、日米安

保条約とほとんど同じぐらい昔からあります。これは

変更する必要はないと思っております。また、日豪は、

安全保障協力に関しては、長年かけてじっくりと育て

てまいりました。この地域は、この２つのアプローチ

を同時に扱うことは十分可能だと思いますし、相互補

完的な効果も期待することができます。ですから、今

後、安全保障分野における日本との協力を強化するこ

とを期待しておりますし、また、日本政府が何か提案

を出してくださることを期待しております。 
 
質問 捕鯨問題についてお尋ねします。ラッド首相は

この問題について、日本政府を国際法廷に提訴するお

考えだったと理解していますが、最近はその方針を撤

回されて、外交交渉で解決したいというお考えだ、と

いうようにも聞いております。いま、どのようなポジ

ションをとっておられるのでしょうか？また、この問

題は、どのように解決していくことができるとお考え

でしょうか？ 
  
ラッド 民主主義国家が二つあれば意見の隔たりと

いうのがあるのは通常です。つまり、二つの国の政府

がすべての事柄について意見が一致するというよう

なことはあり得ないと思います。そのようなことがあ

るとすれば異常です。自由な国同士ですからそれぞれ

自由に意見を持つべきです。 
この捕鯨の問題については、友好国同士の意見の違

いだと思っています。それぞれが基本的な立場がある

わけですが、友好国同士で著しく意見が異なっている

ケースだと思います。 
オーストラリアの政府の立場が変更したようなこ

とをおっしゃいましたけど、特に変化はありません。

しかし、今後、我々は東京の友人たちと取り組みを行

って、この問題について外交的な解決案を図っていき

たいということで、近々予定されているＩＷＣの総会

が一つの機会にもなると思っています。そこで建設的、

前向きな結果が出るか見守りたいと思いますし、この

重要な問題について、二国間協議の成果にも期待した

いと思います。 
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将来でありますけれども、これはうまくいくという

ことを期待しています。しかし、オーストラリア側の

政策が特に変わったということはございません。つま

り、司法的な提訴ということを放棄するというわけで

はありません。しかし現在の段階では外交的な解決が

最も望ましいと考えています。これが現時点における

我々の立場です。 
 
質問 現在、チベットの仏教最高指導者のダライ・ラ

マ 14 世がオーストラリアを訪れています。日本から
帰国後に会うつもりはありますか？ 
 
ラッド 私自身、そして私の前任者ハワード首相、そ

してその前の外相は、ダライ・ラマが前回オーストラ

リアを訪問されたときに何回か会っています。そして

今回の訪問に関しましては、私の理解では、オースト

ラリアの首相代行がダライ・ラマと会う予定です。外

相も会う予定です。 
 その理由は、私がいまオーストラリアにいないこと

であります。日本に来ているからです。ダライ・ラマ

に将来会う予定があるか？という質問をされました

けれども、過去のやり方と変えるわけではありません。

ですから、これからも会うという計画はあります。こ

ういうような立場というのはずうっと持っておりま

したので、オーストラリア政府の立場というのは、こ

れからずっと変わることはないでしょう。 
 
質問 ２点お聞かせください。第一点は広島訪問につ

いてです。日本における最初の訪問地として広島を選

ばれたのは、首相ご自身の強い意思だったと伺いまし

たけれども、その理由と、ご視察の印象、ご感想をお

聞かせください。 
 もう一点はイラク問題についてです。首相は、イラ

クからの段階的撤兵ということを掲げられて当選さ

れ、それを実行されたと伺いました。現時点でイラク

戦争をどのように評価されていますか？現在行われ

ている米国の大統領選挙でも非常に大きな争点にな

っています。 
 
ラッド ありがとうございます。先ほども申しあげた

ように、私は今回、意図的にオーストラリアの首相と

しての日本の最初の訪問先として広島を選びました。

広島を訪問したオーストラリアの首相としては、私が

一人目だったです。そして広島市を訪問した先進国の

首脳は本当に限られていると理解しています。 
広島を訪問すると、２つのことを思い起こさせられ

ます。第一に核兵器がいかに悲惨な破壊能力を持って

いるかということ。それから、いま一度みずからを戒

めなければいけないと思いますのは、それぞれの世代

が、平和をこの地域、世界全体に実現するための決意

を新たにしなければいけないということです。 
最初の点ですけれども、広島が破壊され、１４万の

人が１５キロトンの原爆一つで亡くなったわけです。

しかし、現在は１万の弾頭があり、備蓄されている弾

頭は、さらに２万弾頭あるという状態です。これは問

題であります。わきに押しやってしまうか、きちんと

した対策をとるかということだと思います。 
ですから、広島訪問直後の京都における講演におい

ては、私は国際委員会を創設するべきだということを

提案いたしました。核の不拡散と軍縮のための委員会

です。世界の専門家を一堂に会して、この成果を受け

て国際会議を来年の後半に開催したいと考えていま

す。そうすることによってコンセンサスとモメンタム

をつくって、ＮＰＴの再検討・延長会議がある２０１

０年につなげていきたいと思っています。 
 もちろんＮＰＴに関しては、それを離脱している

国々もあるわけでありまして、この地域においては、

北朝鮮が国家としての実績は目を覆うばかりになっ

ています。そしてイランの問題もあります。ＮＰＴが

果たしてきちんと履行されているかということも確

認しなければいけません。 
広島を訪問すると、本当に核不拡散については、さ

らにてこ入れが必要だという気持ちが新たになりま

す。 
ご質問の後段(イラク戦争について)でありますけれ
ども、オーストラリアの選挙公約として、戦闘部隊を

イラクから撤退させるということを、同盟国のアメリ

カと協議しながら行うということで、ことしの年央ま

でに撤退させると公約いたしまして、現在、帰国を果

たしつつあります。将来のイラクということですけれ
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ども、これは大きなチャレンジだと思います。経済を

復興させ、人道援助を継続するということであります。 
昨年末、バグダッドを訪問してマリキ首相とも会い

ました。そして、オーストラリアがどのように支援し

たらいいかとうかがったところ、乾燥地の農業への援

助が必要だということで、１００人の学生をオースト

ラリア農業研究機関に対して送って、乾燥地農業につ

いて勉強させたいということでした。イラクがひとり

立ちできるような手助けとして、このような具体的な

ことを行いたいと思いますし、より幅の広い経済協力

も継続したいと考えております。 
 
質問 先ほどの捕鯨についての質問ですけれども、日

本とオーストラリアには、捕鯨については原則面での

意見の不一致がある。従って外交的な解決を求めたい

と考えているとおっしゃいました。これほど原則にこ

だわった意見の対立、あまりにも対比が激しいときに

は、友人同士だとしても妥協が必要になるのではない

でしょうか？何らかの合意に達するためには妥協し

なければいけないと思いますけれども、オーストラリ

アとしては、これだけ強い見解を持っている中で妥協

はできるのでしょうか？ 
 
ラッド 確かに強い見解は持っております。ほかの国

際社会でもそのような強い見解を持っている国々が

あるでしょう。オーストラリアだけではありません。

捕鯨に関してはいくつかの国々が強い見解を持って

いるわけです。 
 しかし、これは日本においてはセンシティブ(微妙)
な問題だということも理解しております。外交の価値

とは何なのでしょうか？それはそこにあるわけです。

つまり、いろいろな問題を静かに水面下で話をするこ

とができるということです。妥結できるかどうかを話

し合うことができるわけです。難しくて複雑なことで

す。簡単だというようなことは決していうつもりはあ

りません。ただ、友人同士の意見の不一致であるわけ

ですから、外交がうまく機能することを希望したいと

思います。 
また同時に、もし外交がうまくいかなかった場合に

は、我々の意見の不一致というのは、友好的な環境の

もとでその解決を模索することを続けたい、というの

が首相としての立場です。 
 先ほど申しあげましたように、日・豪は非常に重要

な関係を持っていると思います。両方にとって大事で

す。ただ、民主主義国家は、いろんなものに対して、

時によっては違った意見を持つことがあるわけです。

捕鯨もそのうちの一つであるといえます。我々、自由

な国民でありますから、意見の不一致というのは当然

あるわけです。必ず一致しなければいけないというこ

とがないことは喜ばしいことだと思います。 
 
質問 オーストラリアと中国との関係、オーストラリ

アと日本との関係、この２つ二国間関係は、どういう

ふうに関連するんでしょうか？ 
 
ラッド 私が日本について称賛したいと考えており

ますのは、最近、日本と中国の関係を大幅に改善する

取り組みが行われたということです。福田総理が５月

２２日に行ったスピーチを吟味させていただいたの

ですけど、最初の２ページぐらいで、日中関係が新し

い段階に突入したということがうたわれています。 
そして、私の記憶が正しければ、韓国と中国と日本

の三カ国の首脳が、この日本でことしの後半、会談を

行うということだったと思います。日中関係は過去に

問題を抱えたことがありますので、日本が中国との経

済関係を拡大しようという取り組みは、日中関係にと

って非常にいいことだと思います。日中両国政府がそ

のような方向に向かって進んでいることを称賛した

いと思います。 
 それはオーストラリアも同じことなのです。中国と

強力な経済関係を享受していますし、日本とも強力な

経済関係を享受しております。今後ともこの３つの二

国間の関係が平和的で安定した形で維持され、この地

域の平和と安定に寄与することができるように持っ

ていきたいと思っています。 
福田総理の政権の戦略というのは、まさに私どもオ

ーストラリアの政権が中国に対してとりたいと考え

ている戦略と一致しています。非常に良好な二国間関

係を強固なものにして定期的な首脳外交を行い、誤解

の余地をなるべく小さく抑えるといった戦略です。 



9 
 

 
質問 ＡＰＥＣの目指したものが、満たされていない

ということで、この地域全体を網羅するような共同体

をつくりたい、とおっしゃいました。首相のおっしゃ

る｢アジア・太平洋地域｣の定義はどのようなものです

か？ 
 
ラッド 非常に大きいということです。私のほうから

いえることは、将来の｢アジア・太平洋共同体｣の中に

アメリカ、日本、中国、インドネシア、オーストラリ

アとインド、そしてそのほかの国々が入っていなけれ

ば、完全なものとはいえないということです。 
２つ追加するべき国があるということで、先ほども

触れたように、そのうちの一つがインドです。 
それからもう一点、ＡＰＥＣにできることは、経済

中心ということになっておりますので、いま制約があ

ります。経済中心ということになりますと、台湾がち

ょっと違った地位でＡＰＥＣの中に存在していると

いうことになり、これは将来、一つの挑戦になるでし

ょう。台湾というチャレンジをかかえて、どのように

してアジア・太平洋共同体を実現していくかというこ

とです。台湾と中華人民共和国の間には、現在いろい

ろと動きがあるように思いますので、今後、正しい方

向に歩むかどうかを静観したいと思います。 
しかし、あまりにも想像を膨らませ過ぎてはいけな

いと思います。アジア・太平洋共同体ということで、

微妙な問題について取り扱うことができるのですか

ら、台湾をその協議に含め得るものでなければならな

いと思います。しかし同時に、より広い形で政治的、

安全保障的な問題も扱うことができるようにしなけ

ればいけない。ですから、想像力と政治的なリーダー

シップと勇気を持ってこの地域の協力を新しい段階

へと持っていかなければなりません。これは物議を醸

し出し、非常に難しい面もあるかもしれませんけれど

も、やるだけの価値があると思っております。 
逆の可能性として我々が懸念するべきことは、この

地域が漂流してしまうということです。これだけはぜ

ひ避けたいと思います。ＡＰＥＣの機構はアメリカを

含んではいますが、純粋に経済しか扱わない。東アジ

ア首脳会議は｢東アジア・サミット｣ということで、ア

メリカを除外しています。ですから、将来に目を向け

て我々は想像力を発揮しながら、一つの機構でこうい

ったすべての国を取り込んで、さまざまな協力分野も

取り込んでいけるようなものをつくっていかなけれ

ばいけません。既存の機構というのは、もちろんそれ

ぞれの時代にそれぞれの役割を果たすのですけれど

も、将来も考えなければいけないと思います。 
 
質問 アメリカとインドの核協定(ディール)ついて、
締結が無理だろうという報道があります。その理由は、

ブッシュ政権がもう任期切れになるからです。インド

政府のほうも、これを通過させるためにかなり難しい

状況にあるということです。首相はＮＰＴをサポート

されていますし、労働党は、ウランをインドに輸出し

ないという政策を持っている。首相は、アメリカとイ

ンドの核協定がこれから進まないということを歓迎

されますか？そのような協定は、将来の米国の政権に

よってはサポートされますか？それとも反対されて

いくおつもりですか？ 
 
ラッド インドとアメリカの協定が進んでいないと

いうことですけれども、私は実際その文書を見ている

わけでありません。ワシントンもしくはニューデリー

から出されたその文書を私は見ておらず、いまのご質

問にお答えできるような情報を私は持っておりませ

ん。 
ブッシュ政権のもと、アメリカはいままで非常に努

力をしてこの妥結をねらっていました。インドに関し

てのユニークな状況はご存じだと思います。民主主義

国家はありますが、不拡散の実績がない国であります。

そして、インドはいま世界の舞台の中でより力をつけ

てきているわけです。そうであれば、当然ながらオー

ストラリア政府としてもインドとの関係を拡大した

いと考えております。インドの将来のウランの需要

（ニーズ）に関してですが、もしこのアレンジメント

が進まなければどうなるのかということは、やや学術

的な問題になると思います。私はブッシュ大統領と、

この問題についてかなりディスカッションをしたこ

とがありますが、当時でもニューデリーがこれを進め

るかどうか、はっきりしなかったわけです。そしてい
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まおっしゃったように、進まなくなってしまったよう

でありますね。 
我々としては、これからもインドの友人を関与させ

て、インドのこれからの核プログラムに関与していく

必要があると思います。オーストラリア政府としても、

インドに対して建設的で前向きなパートナーであり

続けたいと思います。 
いま、その調整中でありますけれども、近々、イン

ドを訪問していきたいと私も考えております。ですか

ら、インドの首相とこれに関してぜひ話をしたいと思

っておりますけれども、インドは非常にユニークな状

況に置かれています。オーストラリアの労働党のポリ

シーは、おっしゃったように、我々の政策綱領に非常

に強く埋め込まれている立場をとっております。 
文責・編集部 

 


